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本稿は， r故唐律疏議Jl(1) (以下通称の『唐律疏議Jに従う)全30巻の中に現れるく例〉字に注目して，
その用法について初歩的整理を試みたものである。
なぜく例〉字について，このような文章を草するかと言えば，第lに，筆者自身これまで『唐律疏議J
を読んでいる聞に，く例〉字に至ってしばしばその意味の確定に戸惑いを感じたためである。第2に，
後述するようにく例〉字には唐代判例の意味がある。しかしながらそもそも唐代における判例とはいか
なるものであったか。またそれは律令格式および詔勅と並ぶ法源でありえたか。このような問題を考
えるためにも， r唐律疏議Jにおけるく例〉字の整理は必要であると思われる。
この作業のため，本稿では，荘為斯 (Wal1aceJ ohnson)氏編『唐律疏議引得Jl(文海出版社， 1964， 
以下向|得Jと略称する)を利用した。周知のように，本書は， r唐律疏議』の本文・注・疏・問答お
よび各篇目疏(ただし名例律篇目疏に対する注釈は省く)の一字索引であり，今日『唐律疏議Jを読
む場合必備の工具書となっている。
この円|得Jは国学基本叢書本『唐律疏議Jを底本として作成されているため，筆者は，その廉価
版である人人文庫本(台湾商務印書館， 1969) を用いて作業を進めることとした。ただ，人人文庫本
(すなわちその底本である国学基本叢書本)には，時として誤植と思われるものがあるので，律令研究
会本学法学部教授
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会編『訳註日本律令jIII (律本文篇上下) (東京堂出版， 1975)所収の『唐律疏議.! (岱南閣叢書本
を底本とする。以下『訳註日本律令.J1 ~VIIを『訳註J と略称する)によって，若干の文字を改めた(幻。
なお，く例〉字の用法を考えるに当り，先学の訳注の類を利用させていただいた。最も恩恵を受けた
のは，以下の諸文献である O
滋賀秀三「訳註腎律疏議J(l)~(5) (r国家学会雑誌pzー 10，73-3，74-3=4，75-11ニ12，78-
1 = 2， 1958~59， 61~62， 64，以下「訳稿lと呼ぶ)
これは唐名例律第 1~36条までを的確な現代語に訳し，詳細な校記と注釈を加えたものであり，唐
律研究に大きな影響を及ぼした。
律令研究会編『訳註日本律令JIV VI VI (唐律疏議訳註篇) (東京堂出版， 1979， 84， 87) 
こちらは伝統的書き下し文を採用し，注釈と行き届いた解説を付している。いま各篇目の担当者を
列記すれば，以下の通りである。
『訳註.JV 
名例 滋賀秀三
『訳註.JVI 
衛禁 窪添慶文
職制 八重津洋平
戸婚 滋賀秀三
厩庫 中村裕一
『訳註.JVI 
撞興 島田正郎
賊盗 中村茂夫
間訟 奥村郁三
これに続くVIは現在のところ未刊である。
中国語の書物としては，以下の諸文献を参考にした。
戴炎輝 『唐律通論j(国立編訳館， 1970第3版，以下『通論』と略称する)
同 『麿律各論』上下(成文出版社， 1988再版，以下『各論』と略称する)
銭大群訳注 f麿律訳注j(江蘇古籍出版社， 1988) 
曹漫之主編『唐律疏議訳注.J (吉林人民出版社， 1989，以下曹『訳注』と略称する)(3) 
ただ，本稿の主眼は，初めにも述べたようにく例〉字の用法の整理にあるため，先行研究開の法文の
解釈の相違については，ほとんど言及していない(ぺ
以下く例〉字の用法を示すに当り，人人文庫本の文字や句点を若干改めたところがある。その引用法
は，まず、〈例〉字を含む語句，人人文庫の冊(5)一一頁 行， r唐律疏議』の篇目 条数 本文・
注・疏・問答の別の順で示す。
く例〉字を含む語句とは，く例〉字そのもの，く例〉字を含む熟語，およびその他く例〉字を含む文型をー
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括して言う。
また12の篇目は，名(名例)・衛(衛禁)・職(職制)・戸(戸婚)・厩(厩庫)・撞(撞興)・賊(賊
盗)・闘(闘訟)・詐(詐偽)・雑(雑)・捕(捕亡)・断(断獄)の略称を以て示す。
これらの作業を通じて， r唐律疏議Jにおけるく例〉字の様々な用法を明らかにし，唐代における判例
の問題について考える手掛りが得られれば，ほぽその目的を達したことになる。わずか l字のことで
はあるが， r唐律疏議Jを横断的に見る試みの 1っとして，多くの方々からのご教示が得られるならば
幸いである。
〈例〉字の用法
本節では， r唐律疏議Jに現れるく例〉字について，その用法を整理してみたいと思う。判例の議論に
かかわる 3つの用例は第I節に廻すこととし，本節ではそれ以外の用法を，比較的理解しやすいもの
から順次取り上げてゆきたい。必ずしも用例の数の多少によらない。
1 名例律・名例
く例〉字をふくむ用語として，最も理解しやすいのはく名例律〉であろう。〈名例律〉は，言うまでもな
く， r唐律.112篇自の首篇である。
く名例律〉の語は， r唐律疏議Jの中に18例を数えることができる。それらはすべて疏および問答に現
れ，律本文には用いられていない0・以下に l例をあげておこう。
雄告，準名例律相容臆告言 (4-3 -14，闘48疏)
つぎにく名例〉はく名例律〉と同義である。『唐律疏議Jには25の用例がある。その中の7例は名例律篇
目疏に現れる。残りの18例は，く名例律〉同様いずれも疏・問答であり，律本文には現れない。これも
1例をあげておく。
己診名例免所居官章中解詑 (2-108-9，戸7疏)
2 例云
〈例云〉は「例に云く」と読む。この文型は，以下の 7例が認められ，すべて疏の中に現れる(なお
各項末のー→は，く例〉字が具体的に示す条文を意味する)。
a又例去(1-26-1，名9疏)ー→名52
b例云 (2-4-5，名30問答)一→名6
C例云 (2 -40-12，名49疏)ー→名42
d又例云 (2-40-13，名49疏)ー→名1
e又例云 (2-41-13，名50疏)一一→名15
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f例云 (3 -83-15，闘4疏)ー→名1
g即例云 (4-69-15，捕18疏)ー→名46
く例〉という文字からは，後述する判例を思い浮べるが a~g のく例〉が指し示すものは，上掲から
明らかなように，すべて名例律の特定の条文である。
なおこれと類似する文型に，
依例云 (2-44-3，名53疏)ー→名37
「例に依りて云く」が1つある。〈例云〉と同様に扱ってよいであろう。
3 従例
〈従例〉は「例に従いてJと読む。以下の3例がある。本文・疏・問答各1例ずつである。
a従例除免(1 -44-4，名21問答)
b従例除免(1-47-9，名2本)
C従例除免 (1-47ー 13，名2疏)
〈従例〉について，滋賀氏の読み方は，いずれも「例に従ってJ(W訳註.1V p.126， p.136)であり，
現代語訳では， a 1名例の規定によってJ(1訳稿J(3)， p. 97) ， b 1名例律によってJ(1訳稿J(3)， p. 
101)となっていて (cの訳は省略されている)，除免の語との関連で，く例〉字は名例律(名18~20)
を表す。
4 依例
〈依例〉は1例見られる。そのいずれも，律本文ではなく，疏や問答に現れている。
a1J)依例免官 (1-47-16，名2疏)一一令名19
b何依例除免 (2-38-1，名45疏)ー→名18"-'20
C依例云
d依例
e並依例
f依例
(2 -44-3，名53疏)ー→名37
(2 -44ー ム名53疏)ー→名39
(2 -113-5，戸16疏)ー→名45
(3-48-11，賊12問答)ー→名47
g其倍蛙依例総徴 (3-65-4，賊35疏)ー→名53
h依例 ( 3ー 73-2，賊45問答)ー→名49
i依例 ( 3ー 74-16，賊47問答)ー→名49
j然嫡継慈養，依例，難問親母 (3-114ー し闘4問答)ー→名52
k合罪依例 (4 -65-4，捕1問答)ー→名37
a"，，-， kのく依例〉は， 1例に依らば」あるいは「例に依りて」と読み，そのく例〉は，上掲から明らかな
ようにすべて名例律の特定条文を指す(6)。
なおく依例〉に似た用法として，
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例依犯妾 (2-121-3，戸29問答)
があるが， ζれは後述のく例……>(r例としてJ)の1例であり， <依例〉とは関連がない。
5 準例
く準例〉は， r例に準ずJr例に準じて」と読み， r唐律疏議』中に， 15例現れる。いずれも疏か問答で
あって，律本文にはない。
第lの用法は，名例律の特定条文を指すものである。名例律22本文にはく従例除免>(1 -47-9) 
の語があるが，疏の中では，く準例除名〉く準例免官><準例免所居宮〉と説明されている。この3例にふ
くまれるく例〉は，それぞれ名18，名19，名20を指している。
第2の用法は，名例律以外の他の条文を指すものである。
準例，宮城門有犯，与宮門同 (2-57ー し衛9疏)
ここでの〈例〉は，他の条文，具体的には衛2を指している(η。
第3の用法は，本条・当該条を指すものである。
準例亦合聴告 (3-113-13，闘44問答)
におけるく例〉は，同条すなわち闘44を示すものと思う (8)。
〈準例〉はきわめてありふれた文型であるため，<例〉字の整理においてかえって扱いにくい点がある。
B 例滅
〈例減〉は， r律疏Jに用いられる専門用語であって，用例は11あり，すべて疏や問答に現れ，律本文
には見い出せない。
その意味には，広狭ニ義がある。狭義では名10を指す。この条文は「減章Jと名づけられている。
広義には，名8(議章)，名 9 (請章)と名10を合わせて，例減という。滋賀氏は， 3ケ条の減軽を総
称して， r特権減軽」と呼ばれている (r訳註JlV p.86)。
〈例減〉の具体例を掲げよう。
a又身有七品官，合例減 (1-30-11，名14疏)
b及本応例減 (2 -25-8，名40問答)
aは狭義の例減であり， bは広義の例減である。
なお『引得Jl(p.402)において，く例減〉に混じって出てくる事例に，
準例減一等，合徒三年 (3 -59-}，賊24疏)ー→名51
がある。とれは「例に準じて一等を減じ，まさに徒主年とすべし」と読むべきであり，要するに前項
に述べたく準例〉の 1つであって， ここでのく例〉は名51を指す。〈例減〉とは関連がない。
7 挙H ・H ・為例・暗挙H ・H ・為例
〈挙……為例〉は「・…・・を挙げて例と為す」と読み， <略挙H ・H ・為例〉は「…・・・を略挙して例と為すJ
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と読んで，ともに例示を表す文型である。両方合せて n者律疏議』の中には， 10の用例奇数えること
ができる。この文型は，律本文にはなく，注・疏・問答に現れる。
a故挙相隠為例 (2-39-1，名46問答)
b但挙宿衛人為例者 (2-61-9，衛16疏)
C今直挙把為例 (2-77-10，職8疏)
d挙猪羊為例 ( 2 -102ー し職54疏)
e略挙為例 (2 -111-12，戸12疏)
f略挙同姓為例 (3-9 -10，戸46疏)
g挙手足為例 (3-81-9，闘1疏)
h挙博為例 (4~34-12，雑14注)
i挙博為例 (4-34-14，雑14疏)
j亦挙玖為例 (4 -35-3，雑14疏)
これらの中は，疏文中に注のhを繰り返したものである。円|得.J(p.401， p.731)では， hが
脱落している。
なおく挙〉やく略挙〉のない，ただのく為例〉も『唐律疏議jには 2例存在する。
a倶役一年為例(1 -49-7，名24疏)
b並準十分為例 (4 9-3，闘56問答)
これらのく為例〉のく例〉は，通則・原則の意味で，上に述べた例示ではない。
8 例…
く例……〉の文型は， r唐律疏議J中に10例現れる。いずれも疏および問答である。
a奴稗例非良人之限 (1-38-8，名18問答)
b例無輸課
C例不独流
d例不当賠
( 1 -52-11，名26問答)
(1 -56-8，名28疏)
(2 -4 -11，名30問答)
e例従軽典 (2-6-1，名31問答)
f例与闘伎所同 (2-55-16，衛8問答)
gOO依犯妾 ( 2ー 121-3，戸29問答)
h恐其渉方舎知情，所以例不聴住 (3-51 1，賊15問答)
i例従軽重相挙 (3-52-8，賊16問答)
j例多隠匠 (4 -77-10，断10疏)
く例……〉の文型について，滋賀氏は， r訳註.JV， VIにおいて，一貫して「例トシテ」と読まれ (a
-. e， gの事例)，その現代語訳では， i通例J(a， c)， ["一般にJ(b， d) と訳されている。筆者
もそれに従いたい。すなわちく例……〉は「例として」と読み， ["通例・一般に」の意味で用いられる。
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前項で言及したく為例〉が通則・原則を示す名詞的用法であるのに対し，こちらは副調的用法と言えよ
う。
ただ事例の中には，判断の難しいものもある。 fについて，窪添氏は「上閤ノ内ハ例ハ闇伎ノ所ト
同ジ」とし，参照条文として衛2をあげている。曹『訳注.1(p.315)では「上閣里面照例与“闇伎"
的地方相向。」と訳している。 fの中のく例〉が具体的条文を指すか否かの問題であるが，筆者は他の事
例同様「例として」と副詞的に読んでよいのではないかと考える。
またhについて，中村(茂)氏は， I其ノ情ヲ知ノレニ渉Jレヲ恐レ，所似ニ例〔名28)住マJレヲ聴サズ」
a訳註.1VI p.122)と読まれ，曹『訳注.1(p. 641)は， I蓮是恐↑自他伺牽渉到知暁実情，所以法例不許
他伺留住在原地。」と訳している。
中村氏の読み下し文には全く問購がないが， <例〉が名却を官接引用しているかについては，文型上
疑問がある。 iについても同様に，筆者は「例として軽重相い挙ぐるに従う」と読みたい (r訳註JlVI 
p.127，曹『訳注Jlp.643参照)。
なお人人文庫の「例有告人盗聴J(3 -112-3，闘42疏)は， r訳註.1II (p. 649)の「仮有告人盗
瞳」の誤りと考えられるので， <例・・…・〉の事例としては扱わない。
9 此例
く此例〉は「此の例」と読み，円|得Jl(p.319)では，全13例存在するという。ただその中の 1例(3-
6 -8，戸42疏)は，人人文庫に誤りがあり， r訳註.1I (p. 412)のく比例〉が正しいと考えられるの
で，く此例〉は全12例となる。いずれも疏文に現れる。
く此例〉は，その位置から 2種に大別することができる。すなわち第lは，く此例〉から始まる文頭型
である。全部で2例のみである。
a此例既多，故云之類也(1-34-8，名17疏)
b此例既多，不可具載 (2 -29-3，名43疏)
その意味は「このような事例は」ということである。
これに対して，非文頭型は全10例であり，内8例は， I本条・当該条」を指す。たとえば，
不拘此例(2 -101-6，職53疏)
がその l例である。
ただ同じく， I本条・当該条」を指すものではあるが，以下の2例は，ともに疏文に引用された唐令
の中にく此例〉の語がふくまれている場合である。
a不在此例 (1-49-11，名24疏)ー→『唐令拾遺J獄官令16(9)
b不在此例 (2-83-9，職21疏)ー→『唐令拾遺J公式令38(川
なお類似の文型として，
如此之例 (3-64ー し賊34疏)がある。その用法は，前記のく此例〉の文頭型に類する。
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1 D 不在......例
〈不在……例〉は，通例 r.・H ・の例に在らず」と読み，用例は，律本文・注・疏・問答に39現れる。
この文型のく例〉字は， r事例・場合」の意味である。これと類似の用法にく不在……限>(r……の限り
に在らず》がある。今各の用例をあげる。
a不在免例 (2-27-4，名41疏)
b不在免隈 (2-10-8，名3疏)
ただ， <不在……例〉の肯定形であるく在……例〉という文型は見い出すことができない。
く不在…・・・例〉の諸例中，最も目立つのは，名53本文のく並不在除免賠鮭，監主加罪，加役流之例。〉が
しばしば引用されていることである。
なお人人文庫本のく倶不自白首之例>(2 -20-9，名37疏)は， r訳註jI (p.152)ではく倶不在
自首之例〉に作る。後者に従う。
1 常例
〈常例〉の語は，名26と賊41にのみ，合計4例現れている。
a合住者須依常例 (1-52-14，名26問答)
b計程会赦者，依常例 (1-52-16，名26本)
Cー準流入常例 (1-53-2，名26疏)
d自依常例 (3 -69-10，賊41疏)
これらはく常例〉の事例であるとともに，後述の〈依……例〉く準……例〉の文型の事例でもある。〈常例〉
のく常〉字は， <例〉に対する修飾語として， r一般的・通例の」という意味をもっ。したがってく常例〉
は「通例」と理解してよいであろう。
12 類例
く類例〉の用例は以下の 3つである。
a類例不少(1 -22-8，名6疏)
b類例既多 (2-85-13，職26疏)
C各有類例 (4-71-2，断獄篇目疏)
く類例〉は「種類Jの意味である。
13 条例
〈条例〉の用例は lつだけである。
諸篇罪名，各有条例 (4-29-11，雑律篇目疏)
ζの文裂は，前項c<然詩篇罪名，各有類例〉と大変良く似ている。ここでのく条例〉は， r条文・条規」
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であり，それらは犯罪の種類を意味する(11)。
14 比例
15 法例
16 与例不同
これら 3項目は次節において取り扱う。
17 その他の文型
ここまでく例〉字に注目して，特色ある用例を整理してきたが，その結果幾種類かの文型が残った。
これらのく例〉字は，いずれも|事例・場合」の意味である O そのためく例〉字の問題というよりも，く例〉
字を導く言葉の問題として検討されるべきであろう。それらの作業は別の機会に譲ることとして，こ
こでは文型を列挙するに止める(12) (括つであるものは肯定・否定の両文型がともに認められるもの)。
(有例
無，・・・・・例
言うまでもなしとの文型は存否に力点がある。
(同例不同・・・・・・例
非同・....
(入例
不入.・・・・・例
当・・・・・・例
充・・・・・・例
(為例
不為・・・・・・例
不得預・・・・・例
[依例
不依-・・・・・例
準...・・・例
従・・・・・-例
不用・・・・・・例
なおこれまでに述べてきたく為例〉く依例〉く準例><従例〉等は，く為……例〉く依……例〉く準…一例〉く従
……例〉等とは異なる文型として取り扱う必要があろう。
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注
(1 ) r故唐律疏議Jについては，八重津洋平「故唐律疏議J(滋賀秀三編『中国法制史一一基本資料の研究
一一J東京大学出版会， 1993)および拙稿「日本における唐律研究一一文献学的研究を中心として町一一」
(r法律論叢j明治大学， 54-4， 1982)参照。
( 2 ) r唐律疏議』の版本には幾つかの系統があるが，わが国では，岱南閣叢書本によって議論をする研究者
が多い。それは岱南閣本が元軍LE本のほぽ忠実な覆刻本であるためである。 ζれに対して，湧憲斎本やそ
の影印版と称する四部叢刊本には，今日まで解決されていない様々な問題がある。そのためこれらの版本
をテキストとして議論することは通常は避けなザればならない。この点に関連して，劉俊文氏点校の『唐
律疏議j(中華書局， 1983)は，諸版本との校訂を経た断句本という使い良さはあるものの，その底本を
四部叢刊本としたことに基本的問題がある。
( 3 ) なおこの他『唐律疏議J名例律の英訳に， Wallace Johnson， The T'ang Code， Vol.， General Princi 
ples， Princeton University Press， 1979がある。衛禁律以下は未刊である。
( 4 ) 唐律の注釈書ではないが，唐律研究書として，近年つぎのような書物が出版きれている。
喬偉『唐律研究J(山東人民出版社， 1985) 
銭大群・銭元凱『唐律論析j(南京大学出版社， 1989) 
王立民『唐律新探j(上海社会科学院出版社， 1993) 
( 5 ) 人人文庫は 1冊本であるが，底本の国学基本叢書が4冊本であったため，全体が4部に分かれている。
(6) kの事例について，戴『各論』下p.745は「合罪依例(即有名而亡)oJとして， <例〉を本条(捕11)と
する。これに対して曹『訳注jp.957は「依照《名例律〉条文規定論罪」とする。日本養老律相当条の注の
遺文の中に「即依逃亡自主之例，滅罪二等坐之。 {)J勅還本所。」あることを参考にすると， <例〉は名37と
考えられる。
(7) 戴『各論』上p.22，r訳註jVI p.36ともにく例〉を衛2とする。一方曹『訳注jp.318では，一般的な表
現である「以法」と訳している。今前者による。
( 8 ) 戴『各論J下p.543，r訳注jVlI p.372には特に注記はない。曹 f訳注jp.794では「比照《名例)，也応
允許他提出控告。」としてく例〉を名例律にとる。しかし問答の内容から考えると， このく例〉は，本条(闘
4)を指すものと思われる。
( 9 ) 仁井田陸『唐令拾遺.!(東京大学出版会， 1964) p. 771 
(10) 仁井田，前掲書， p.595 
(11) 雑54疏に「若誤毅失私物，依下条例，償而不坐。」とある。 ζれは「下条の例に依り」と読むべきであ
ろう。戴『各論J下p.713は雑57を指すという。
(12) 名53は，準拠に関する用語について定義を与えた条文である。その解説の中で，滋賀秀三氏は「律が他
条への依拠を示すときに用いる表現が本条所掲の字句だけに限られるわけではない。「如Jr同Jr依Ji従」
等の字を用いた不定型的な表現は，いずれも言語の常識にしたがって，留保なしの完全な依拠の意味に解
しておけばよい。J(r訳註jV p.319) と述べられている。
律を理解する上で，いくつかの注意を要する文字に対する関心は，元の王元亮の『纂例J中の「例分八
字J(以・准・皆・各・其・及・即・若)などにすでに見えている。すなわち旧中国の法律を理解する上
で，専門用語を十分に身につけることは言うまでもないが，その他極めて平易な言葉の中にも理解の鍵と
なるものが含まれている。棟鵬生主編『中国古代法律三百題j(上海古籍出版社， 1991) pp.693~700参
照。
附記紙幅の制限のため，まず1<例〉字の用法までを附印し，他日続篇を公表する (1994・3・24)
(おかの まこと)
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